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2024 年度名古屋大学大学院博士後期課程 
物理・数理系プログラム学生募集要項 

（10 月入学） 
 
2024 年度名古屋大学大学院博士後期課程の物理・数理系プログラム（英語による教育で学位が取得でき

る教育プログラム）の学生を下記により募集します。 
 

アドミッションポリシー 
アドミッションポリシーについては，「全学のアドミッションポリシー」 
（http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/d.html）を参照してください。 
 
Ⅰ．出願資格 
 本プログラムに出願することができる者は，次の１から４のいずれかの出願資格を有する者とします。 
 １．外国において修士の学位を授与された者及び 2024 年 9 月 30 日までに授与される見込みの者 
 ２．外国において学校教育における 12 年の課程を修了した者等で，日本の大学院（博士前期課程）に

おいて修士の学位を授与された者及び 2024 年 9 月 30 日までに授与される見込みの者 
 ３．日本の大学院（博士前期課程）において修士の学位を授与された者及び 2024 年 9 月 30 日までに

授与される見込みの者。ただし，英語を主要言語として教育する大学院（博士前期課程）を修了（見

込み）した者に限る。 
  ４．本学大学院において，個別の入学資格審査により，修士の学位又は専門職学位を有する者と同等

以上の学力があると認めた者 
     【注】上記４で出願しようとする者は，各募集区分の出願締切日の 1 ヶ月前を目途に，「Ⅷ．問合せ

先」に申し出て，所定の申請手続きを行ってください。 
 
Ⅱ．募集人員 

プログラム名（研究科名） 募集人員 
物理・数理系プログラム 

（理学研究科） 
若干名 

物理・数理系プログラム 
（多元数理科学研究科） 

10 人まで 

 
Ⅲ．出願手続 
 １．出願前の注意 

（１）Web（URL: https://admissions.g30.nagoya-u.ac.jp）で専攻・研究室（グループ）・研究分野・

研究内容及び教員一覧を参照し，志望プログラム，研究科（専攻），研究室（グループ；多元数

理科学研究科は指導教員）を選択してください。 
○出願前の研究内容等に関する問合せについて 

出願の前に博士論文の研究指導を希望する研究室（多元数理科学研究科は指導教員）へ研究内

容等について問い合わせをしてください。 
研究内容等を問合わせた結果，本学へ出願することとした場合は，下記の＜出願書類提出先＞

に，すべての出願書類等(検定料含む)を，募集区分により定められた期限までに提出してくださ

い。 
なお，出願書類等のⅱについては必ず原本を提出してください。 

http://www.nuqa.nagoya-u.ac.jp/policies/d.html
mailto:%E3%80%8C%E2%85%B7%EF%BC%8E%E5%95%8F%E5%90%88%E3%81%9B%E5%85%88%E3%80%8D%E3%81%AB%E7%94%B3%E3%81%97%E5%87%BA%E3%81%A6%EF%BC%8C%E6%89%80%E5%AE%9A%E3%81%AE%E7%94%B3%E8%AB%8B%E6%89%8B%E7%B6%9A%E3%81%8D%E3%82%92
mailto:%E3%80%8C%E2%85%B7%EF%BC%8E%E5%95%8F%E5%90%88%E3%81%9B%E5%85%88%E3%80%8D%E3%81%AB%E7%94%B3%E3%81%97%E5%87%BA%E3%81%A6%EF%BC%8C%E6%89%80%E5%AE%9A%E3%81%AE%E7%94%B3%E8%AB%8B%E6%89%8B%E7%B6%9A%E3%81%8D%E3%82%92
https://admissions.g30.nagoya-u.ac.jp/
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（＊事前の研究内容照会の際に，研究室又は希望指導教員に提出した書類がある場合でも，その

書類を正式な出願書類としては流用できませんので注意してください。） 
 
○研究内容以外の問合せについて 

研究内容以外の問合せについては，募集要項文末記載の「Ⅷ．問合せ先」へ照会してください。 
 

（２）理学研究科に出願しようとする場合は，配属希望の研究室の指定欄に第１希望のみを記入してく

ださい。 
   多元数理科学研究科に出願しようとする場合は，配属希望の指導教員名の指定欄に第１希望の 

みを記入してください。 
 

（３）配属希望教員の所属研究科を研究室一覧で必ず確認し、出願の際に研究科名を間違えないように

してください。 
 
２．出願期間 

   下記の出願期間中に，出願書類を提出し，検定料を支払ってください。 
（原本の提出が必要な書類についても下記を提出締切日とします。） 

募集区分 自 至 

１次募集 
2024 年 1 月 5 日 
9:00（日本時間） 

2024 年 1 月 16 日  
16:00（日本時間） 

２次募集 
2024 年 5 月 7 日 
9:00（日本時間） 

2024 年 5 月 23 日  
16:00（日本時間） 

 （１）上記の１次募集，２次募集への出願については，どちらか一方しか出願できません。 
（２）１次募集の出願期間に，検定料の支払い及び出願書類が揃わなかった場合は，２次募集の区分 

での取り扱いとします。 
（３）上記(２)の場合は，その取り扱いをしたことを e-mail でお知らせします。 

（４）本学大学院理学研究科院博士前期課程から引き続き同一研究科の博士後期課程に進学しようと

する者は，２次募集の区分で出願すること。なお，選抜方法・合格者発表については，理学研究

科の入試担当係から本人宛別途通知します。 

３. 検定料の支払い及び出願書類提出方法 
出願に当たっては，指定の方法に従って，必要書類を提出し，検定料の支払いを締切までに行って

ください。 
なお，検定料を銀行送金で支払った場合，送金日時が明記された領収書を提出してください。送金

日時は各募集の出願終了時刻まででなくてはなりません。出願終了日時までにオンラインアドミッ

ションシステムを通じて領収書を提出してください。 
書類作成の際には，表下にある【注】に留意してください。 

 
 ＜検定料支払い方法＞ 

検定料：5,000 円 
オンラインアドミッションシステムから支払ってください。 
検定料は，出願書類の受領後の確認，選抜等のためのものであり，いったん大学に納入された検  
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定料は，返還しません。なお，検定料の振込み手数料は振込者負担となります。 
  ただし、以下に該当する場合で，出願者から申し出があった場合には，納入された入学検定料を返

還します。なお，返還にかかる振込手数料は差し引かせていただきます。詳細については，国際ア

ドミッションオフィス宛にお問い合わせください。 
ア 入学検定料を二重に払い込んだ場合 
イ 出願締切後に入学検定料を払い込んだ場合 
また，本学大学院研究科博士課程の前期課程（修士課程）を修了し，引き続き本課程に進学 

する者，本学及び日本の他大学に在籍している国費外国人留学生のうち，2024 年 10 月 1 日以降

も国費外国人留学生である者は検定料を要しません。 
ただし，本研究科の正規課程在籍者は，出願期間中に「修了見込証明書」を国際アドミッショ

ンオフィスに提出する必要があります。 
また，国費外国人留学生は，出願期間中に「国費外国人留学生証明書」（コピー），あるいは

名古屋大学大学院（出願プログラムと同じ）が発行した国費留学生「受入内諾書」（コピー）を

提出する必要があります。 
 

<出願書類提出先> 
    オンラインアドミッションシステム：URL: https://admissions.g30.nagoya-u.ac.jp 
    郵送先：〒464－8601 名古屋市千種区不老町 

名古屋大学 国際入試係 国際アドミッションオフィス   
E-mail: apply@g30.nagoya-u.ac.jp   
 

 出願書類等 注意事項 
ⅰ 志願票  本学オンラインアドミッションシステムより提出してください。 
ⅱ 出身大学（学部及び修士課程）

の卒業（修了）証明書（又は見

込証明書）（原本提出のこと） 

証明書（見込証明書）には，卒業（見込）年月（日）の記載，及び学校の

公印もしくはサインが必要です。 
＊出願資格に関連する証明書を提出してください。 

出身大学の学部及び修士課程の

学業成績証明書 
（原本提出のこと） 

成績証明書には，学校の公印，もしくはサインが必要です。 
あわせて，成績評価基準を提出してください。 

ⅲ 研究提案 後期課程でどのような研究を行いたいかを記述した志願理由書をオンラ

インアドミッションシステムにアップロードして，提出してください。 
ⅳ 推薦書 2 通 推薦書はオンラインで推薦者から直接本学に提出してください。 

志願者がオンラインアドミッションシステムの志願票. Information of 
Referees に推薦者のメールアドレスを入力すると，自動的に本学システム

から推薦者に e-mail が届きます。推薦者は，e-mail の案内に従って推薦書

を提出してください。推薦者のメールアドレスは、推薦者の所属機関固有

のドメインを含むメールアドレスに限ります。 
推薦書は、推薦者の所属機関のレターヘッドで作成してください。押印し

たものを PDF に変換し、推薦者がオンラインアドミッションシステムに

アップロードしてください。 
本学システムからメールが届かない場合、迷惑メールフォルダに振り分け

られている可能性がありますので、迷惑メールフォルダもご確認くださ

い。本学システムから e-mail が届いていない場合は、推薦者は e-mail で出

https://admissions.g30.nagoya-u.ac.jp/
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願期限までに評価書を提出してください。 その場合は、G から始まる受

験番号と出願者の氏名をメールの件名に記載してください。 
Email to: apply@g30.nagoya-u.ac.jp 
推薦書は必ず出願期間内に提出してください。 

ⅴ 修士学位論文の要旨 論文の要旨を本学所定のもの（URL: 
https://admissions.g30.nagoya-u.ac.jp からダウンロード可能）に英文で

記入の上，オンラインアドミッションシステムにアップロードして，提

出してください。 
修士論文がある場合は，そのものを提出してください。 

ⅵ 代表的な発表論文 ある場合は，別冊 3 点以内をオンラインアドミッションシステムにアッ

プロードして，提出してください。 
ⅶ その他アピールできる点に関す

る書類 

ある場合は，オンラインアドミッションシステムにアップロードして，提

出してください。 

ⅷ 国籍及び在留資格を確認できる

もの 

オンラインアドミッションシステムにアップロードして，提出してくださ

い。国籍及び在留資格を確認できるものとは，例えば，パスポートのコピ

ー，在日公館の証明書等（英語で作成されたものとし，英語以外の場合は

英訳文を添付してください。）です。 
また，日本に住所がある場合は，在留カードのコピーも必ず提出してく

ださい。 
ⅸ 在学証明書 

（本学在籍者以外は提出不要） 

本学大学院研究科博士前期課程（修士課程）を修了見込みの学生及び研究

生は，オンラインアドミッションシステムにアップロードしてください。

日本語による証明書で可。 
  【注】 

（１）出願に要する書類等の全てを締切期日までに受領した場合に限り，出願を認めます。書留速達 
郵便又はそれと同等の航空宅配便（例えば，Federal Express，DHL，UPS，等）によって送付

することを推奨します。なお，提出された書類等に不備がある場合には，出願を認めません。

また，出願を受理した後の出願書類等の変更は認めません。 
（２）発行機関である学校又は当局は，英語以外の言語で作成された全ての書類を英語に翻訳し，原

本と同じであることを保証する必要があります。学校又は当局がこれを行わない場合は，外部

の翻訳機関に依頼して翻訳・確認された書類を，発行する学校又は当局が同じであることを保

証する必要があります。また，翻訳前の元の書類と同等性が保証された翻訳書類の両方を堤出

してください。 
（３）iii・iv・v・vi・ vii・ viii・ⅸの書類は，オンラインアドミッションシステムにアップロードし

て，提出して下さい。郵送による原本は不要です。郵送されて重複した原本は，出願書類に含

めません。 
なお，出願書類等のⅱについては必ず原本を提出してください。 

（４）ⅱの証明書において，科目名，成績評価等が符号，略字等により表示されている場合は，説明 
書を添付してください。 

     （５）いったん受理した出願書類等は，いかなる理由があっても返却しません。 
ただし，再発行ができない出願資料等は，依頼があれば返却します。その旨記載してください。 

     （６）志願票はじめ出願書類等に虚偽の記載をした場合，記載すべき事項を記載しなかった場合又は 
提出すべき書類を提出しなかったことが判明した場合は，入学決定後でも入学許可を取り消すこ 
とがあります。 

    （７）検定料納入後に出願書類を受け取ったことをオンラインアドミッションシステム上のメッセー

ジ送信機能によりお知らせします。メッセージが確認できない場合は，国際アドミッションオ

フィスまでお知らせください。 

mailto:apply@g30.nagoya-u.ac.jp
https://admissions.g30.nagoya-u.ac.jp/
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（８）本学大学院理学研究科から引き続き同一研究科の博士後期課程に志願する者は，ⅳ以外の書類

を提出してください。 
本学多元数理科学研究科から引き続き同一研究科の博士後期課程に志願する者は，ⅰ・ⅲ・ⅶ・

ⅷおよびⅸを提出してください。 
 

４．障害のある者等の出願 
   障害のある者等で，受験上特別な配慮を必要とする者は，出願に先立ち，あらかじめ 

相談してください。（提出書類は,英語で作成すること） 
（１）相談の時期 

       2023 年 12 月 6 日まで 
（２）相談先 

       名古屋大学 国際入試係 国際アドミッションオフィス 
（３）相談の方法 

  以下の３点の書類を提出してください。なお，必要に応じて，志願者又はその立場を代弁

し得る出身学校関係者等との面談等を行います。 
1)出願予定のプログラム，志望専攻，障害等の状況，受験上の配慮を希望する事項等に志願

者本人の連絡先を記載したもの（様式は自由，用紙はＡ４サイズ） 
2)障害等に関する医師の診断書又は，ソーシャルワーカーの意見書など。（いずれの場合も

コピーでも構いません。）又は身体障害者カード等それに準ずるもののコピー。 

3)出身学校関係者の添え書（学校における修学状況及び学習上の配慮状況等を記載したも

ので，様式は自由，用紙はＡ４サイズ） 

（４）その他 
受験や入学後の修学に関して相談の希望がある者は，出願期限までにお問い合わせください。 
 

Ⅳ．選抜方法 
  入学者の選抜は，書類審査及び面接（修士論文又はこれに代わる発表論文等に関する発表及び 

口述試験を含む｡日本在住ではない場合は，原則として，Zoom 等，インターネットを利用したイン

タビュー）にて行います。 
志望する専攻の研究内容に関連した科目についての専門的学力，研究計画のほか，修士論文等，及 
び外国語（英語）の能力について実施します。 

    
Ⅴ．合格者発表 
   下記の表の選考結果通知期日に「志願票」に記載された情報に基づき-mail により出願した研究科か

ら受験者に通知します。なお，合格者はオンラインアドミッションシステムにログインして確認する

こともできます。 
なお，ウェイトリスト者には e-mail により別途通知します。 
 

募集区分 研究科名 
 

最終選考結果通知期日 

１次募集 理学研究科 2024 年 3 月 22 日 
多元数理科学研究科 2024 年 3 月 22 日 

２次募集  2024 年 7 月 4 日 
 

Ⅵ．入学手続き 
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入学手続きに関する書類は，合格通知書と一緒に合格者あて送付しますが，次の納入金が必要となり

ますので，ご承知おきください。 
なお，本学大学院博士前期課程を修了し，引き続き本研究科博士後期課程へ進学する者及び国費外国

人留学生は，入学料の納入は不要です。 
 
１．入学料  ２８２，０００円 
入学の権利を得るための入学料は, 合格通知書とともに送付する入学手続要領を参照のうえ，下記 

の日時までに払い込んでください。 

募集区分 入学料払い込み期限 
１次募集 2024 年 4 月 4 日 16:00（日本時間） 
２次募集 2024 年 7 月 11 日 16:00（日本時間） 

【注】 
（１）入学時までに入学料の改定が行われた場合には，新たな入学料額が適用されます。    
（２）入学料は，合格通知書とともに送付する入学手続要領を参照の上，所定の期限までに

PayPal（推奨）又は銀行送金で支払ってください。振込み手数料は振込者負担となりま

す。 
（３）納入済みの入学料は返還しません。 

ただし，以下に該当する場合で，出願者から申し出があった場合には，納入された入

学料を返還します。なお，返還にかかる手数料は差し引かせていただきます。詳細につ

いては，国際アドミッションオフィス宛にお問い合わせください。 
 ア 入学料を二重に払い込んだ場合 
 イ 期限後に入学検定料を払い込んだ場合 
（４）なお，所定の期限までに払い込まない場合は，本学への入学を辞退したものとして取

り扱いますので，充分に注意してください。 
   
２．入学料以外の学生納入金（予定額） 

プログラム 授業料 
学生教育研究災害傷害保険料 

（学研災付帯賠償責任保険を含む。） 

物理・数理系プログラム 
前期分 ２６７，９００円 
年 額 ５３５，８００円 

３，６２０円（３年間） 

【注】 
（１）入学時又は在学中に授業料の改定が行われた場合には，改定時から新たな授業料額が

適用されます。 
（２）授業料は，入学後に納入してください。 
（３）その他，入学に必要な手続の詳細は，入学手続要領を参照してください。 

 
３．出願時に修士の学位を授与される見込みの志願者に対する注意 

出願時に修士の学位を授与される見込みの志願者は，2024 年 8 月 1 日までに，学位（修了）証明書

及び学業成績証明書を当該学校から名古屋大学に提出してください。 
   なお，上記期日までに証明書の提出ができない場合は，事前に「Ⅷ．問合せ先」まで連絡してください。 
 
Ⅶ．その他 
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 １．個人情報については，「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」及び「東海国立

大学機構個人情報保護規程」に基づき，適切に管理します。 
 ２．出願時に得た住所，氏名，生年月日，その他の個人情報については，入学者選抜，合格者発表，入

学手続及びこれらに付随する事項にのみ利用します。 
 ３．出願時に得た個人情報内容及び入学者選抜に用いた試験成績は，今後の入学者選抜方法の資料の

作成のために利用します。また，入学者についてのみ①教務関係（学籍・修学指導等），②学生支

援関係（健康管理，就職支援，授業料免除・奨学金申請等），③授業料徴収に関する業務を行うた

めに利用します。 
４．募集要項中に記載されている日時は，いずれも日本標準時 JST（UTC+9:00 時間）とします。 
５．名古屋大学では，「外国為替及び外国貿易法」に基づいて，「東海国立大学機構安全保障輸出管理規

程」を定めて，技術の提供及び貨物の輸出の観点から外国人留学生の受入れに際して厳格な審査を

行っています。2021 年 11 月「外国為替及び外国貿易法」（外為法）に基づく「みなし輸出」にお

ける管理対象の明確化に伴い，出願の際，オンラインアドミッションシステム 
(https://admissions.g30.nagoya-u.ac.jp)により「類型該当判断のフローチャート」に基づく「類型該当

性の自己申告書」の提出が必要となります。また，入学手続き時に「誓約書」の提出が必要となる

場合があります。規制されている事項に該当する場合は，希望する研究活動に制限がかかる場合が

あるので注意してください。 
 
Ⅷ. 問合せ先 

海外からの問い合わせはメールにてお願いします。 
 

 【理学研究科・多元数理科学研究科】 
  〒464-8602 名古屋市千種区不老町 
    名古屋大学 大学院理学研究科 教務学生係 

電話：＋81-52-789-5756    
    E-mail: ri-dai@t.mail.nagoya-u.ac.jp 
 

注）オンラインアドミッションシステムの操作に関する質問は下記までお願いします。 

   【名古屋大学 国際入試係 国際アドミッションオフィス】 

    電話：＋81-52-747-6556 
     E-mail: apply@g30.nagoya-u.ac.jp  
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